
 

 

 

 
 

 

 

温泉利用許可の名義人の住所と氏名 

(法人の場合は登記上の住所と法人名

及び代表者名)を記入してください。 

※押印は不要です。 

温泉利用許可の 

許可年月日と許可番号を 

記入してください。 

不明の場合は空欄で構い

ません。 

掲示証等を掲示する場所と 

掲示ヶ所数を記入してください。 

１ 掲示証変更の場合は不要です。 

 

２ 温泉の成分、禁忌症及び入浴上の注意事項掲示証 

※掲示枚数＋提出用１枚（コピー）を 

持参してください。 

３ 成分に影響を与える項目(加水、加温、循

環、消毒等)の掲示事項に変更がなければ必

要ありません。 

４ 温泉分析書の写し 

(再分析の場合は、別表も一緒に 

提出してください。) 

 

作成例 



 

 

成分に影響を与える項目の掲示事項 
 

 

利用施設名       ○○旅館           
１ 温泉の加水について 

行っています。 

加水の理由 

 

温泉の供給量を補うため加水しています。 

２ 温泉の加温について 

行っています。 

加温の理由 

 

入浴に適した温度にするため加温しています。 

３ 循環装置等について 

循環装置等の使用 
 

あり 

循環装置等を使用する理由 

 

衛生管理のため、循環ろ過装置を使用しています。 

４ 入浴剤、消毒について 

入浴剤の使用 
あり 

使用している入浴剤 

製品名： ソーダ気分 

製造（販売）会社： 株式会社△△化学 

主な成分： 硫酸 Na、炭酸水素 Na、クエン酸、セイヨウハッカ葉エキス、 

メントール、着色料、香料 

入浴剤を使用している理由 

季節感及び香りを楽しんでいただくため入浴剤を使用しています。 

 

消毒処理 
行っています。 

消毒処理を行う理由 

衛生管理のため 

消毒の方法 

塩素系消毒薬を使用しています。 

 

掲示項目 

“ 加水している場合は 

その旨及びその理由 ” 

掲示項目 

“ 加温している場合は 

その旨及びその理由 ” 

掲示項目 

“ 循環している場合はその旨 

(ろ過している場合はその旨も) 

及びその理由 ” 

掲示項目 

“ 入浴剤を使用している場合は 

入浴剤の名称及びその理由 ” 

掲示項目 

“ 消毒処理している場合は 

消毒の方法及びその理由 ” 

作成例 


